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ビリティーが重要な理
由
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私たちは、複雑なインフラストラクチャー、
多数のアプリケーション、複数のクラウドを
日常的に管理していますが、テクノロジーの
複雑さにより、問題がどこにあるのかがわか
らない場合、インシデントに対応して事後的
なトラブルシューティングを行うことになり
ます。コストを管理しながら信頼性の高い運
用を確保することは、新規ビジネスの成長を
推進するプレッシャーを増大させるだけで
す。また、生成AIの採用が増えるにつれて、
管理する複雑さも増すばかりです。

調査対象の経営幹部と
管理者の100％が、IT
の複雑さを軽減するこ
とで競争上の優位性が
生まれると回答してい
ます。1

81%

https://hbr.org/resources/pdfs/comm/broadcom/Taming-IT-Complexity-through-Effective-Strategies-and-Partnerships.pdf


テクノロジー・リーダーが今理解すべきこと
IT自動化はビジネス・イノベーションの出発
点です。そして、生成AIはそれを実現するも
のです。技術リーダーの65％は、生成AIが
人間の介入をほとんどまたはまったく必要と
せずにITの問題を自動的に解決することを期
待しています2—これにより、ITチームは問題
への事後対応から解放され、最高のパフォー
マンスを維持するための戦略的な改善にプロ
アクティブに取り組むことができます

テクノロジー・リーダーが今すべきこと
IT資産のあらゆる側面をモダナイズするこ
とで「故障修理」モデルから脱却し、次の
ことが可能になります。

	– ユーザーに影響が出る前にアプリケー
ションの問題を解決するためのフルス
タックのオブザーバビリティーを簡単に
実現

	– 最低コストで継続的かつ自動的にアプリ
ケーションのパフォーマンスを保証

	– アプリケーションのリスク、コンプライ
アンス、レジリエンスの管理
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オブザーバビリティーの役割
オブザーバビリティー製品は、問題の特定
と解決を迅速化して自動化し、より価値に
沿ったリソース割り当ての決定を行うため
に必要な、最新の分散アプリケーションに
対する詳細な可視性を提供します。問題を
迅速に特定し、リソースを最適化し、リス
クを軽減しながら、テクノロジー環境全体
のパフォーマンスを向上できることを想像
してみてください。反応型IT管理からプロ
アクティブ型、さらには予測型IT管理への
移行を想像してみてください。

↷ ↷ ↷
生成AIによりITが未来を予測で
きるようになります。AIシステ
ムは既に、ITチームがシステム
障害やボトルネックを正確に予測
して防止するのに役立っています
が、生成AIを使用することで、
企業はさらに先の未来を見通すこ
とができるようになります。
CEOのための生成AI／IT自動化ガイド

—

2028年までに、複数のクラウド
と数千の物理資産にまたがって、
約10億のクラウドネイティブ・
アプリケーションが作成 
されます。
IDCリサーチ、10億の新しい論理アプリ
ケーション：背景の詳細

5

https://www.ibm.com/thought-leadership/institute-business-value/en-us/report/ceo-generative-ai/ceo-ai-it-automation
https://www.ibm.com/thought-leadership/institute-business-value/en-us/report/ceo-generative-ai/ceo-ai-it-automation
https://www.idc.com/getdoc.jsp?containerId=US51953724
https://www.idc.com/getdoc.jsp?containerId=US51953724
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各IBMオブザーバビリ
ティー製品の機能
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IBMのオブザーバビリティー製品は、
継続的なオブザーバビリティー、自
動化された最適化アクション、ITと
アプリケーションのプロアクティブ
な管理を実現するリアルタイムのAI
搭載インサイトを使用して、企業が
運用上のレジリエンスを最大限に高
め、クラウドネイティブ・アプリ
ケーションの健全性を確保するのに
役立ちます。

02 各IBMオブザーバビリティー製品の機能
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使用用途

エンタープライズ向けのオブザーバビリ
ティー・ソフトウェア 

IBM Instanaソフトウェアを採用するこ
とで、ユーザーはすべてのサービスとイ
ンフラストラクチャー・コンポーネント
を自動的に検出、マッピング、監視する
ことができ、アプリケーション・スタッ
ク全体にわたってコンテキストに応じた
完全な可視性を実現できます。

これは、AI搭載の自動観測機能を使用し
て問題をプロアクティブに解決すること
で、DevOpsおよびサイト信頼性エンジ
ニアリング（SRE）チームがクラウドの
複雑さを簡素化し、稼働時間を最大化で
きるように設計されています。

アプリケーション・リソース最適化ソフト
ウェア 

IBM Turbonomicソフトウェアを使用する
ことで、ユーザーはアプリケーションの要
求を満たすためにリソースを継続的かつ自
動的に正確に割り当てることができます。

ITOps、CloudOps、SREチームがリアル
タイムでリソースの適正化アクションを自
動的に実行し、アプリケーションの需要を
満たし、ハイブリッド・マルチクラウド環
境全体のコストを削減できるように設計さ
れています。

アプリケーション管理ソフトウェア

IBM Concertソフトウェアを使用するこ
とで、ユーザーはアプリケーション内の
接続、依存関係、ギャップ、機会を発見
し、特定の環境への影響に基づいて優先
順位をつけた改善の推奨事項を提示する
ことができます。

具体的には、アプリケーションのレジリ
エンス、一般的な脆弱性と露出（CVE）
などの脆弱性に関連するリスク、コンプ
ライアンスの問題、期限切れの証明書、
パッケージ・ライセンスとバージョン管
理の問題など、重要な機能全体で健全な
アプリケーション・パフォーマンスを
維持できるように（SRE）とアプリケー
ション所有者を支援するように設計され
ています。

IBM Instana IBM Turbonomic IBM Concert

02 各IBMオブザーバビリティー製品の機能
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お悩み別製品一覧

	– クラウド・エコシステム全体のデータ・サ
イロと可視性の欠如により、パフォーマン
スの問題が深刻化する前に特定して対処す
ることが困難になっている

	– マイクロサービス、コンテナ化、ハイブ
リッドクラウドインフラストラクチャーの
採用が増え、すべてのコンポーネントを効
率的に監視することが困難になっている

	– インシデントへの対応時間が遅く、顧客体
験に影響を及ぼしている

	– 問題の事後対応に多くの時間を費やしてい
るITチームと、積極的かつ戦略的な改善に
集中しているITチーム

	– 複雑な環境により、アプリケーションの最
高のパフォーマンスを維持することが困難
になる

	– サイロ化されたチームと異種のツールに
より、スタック全体のリソース使用状況
の完全な可視性と洞察が妨げられ、クラ
ウドのコスト超過、リソースの過剰プロ
ビジョニングと不足プロビジョニング、
ライセンスとハードウェア要件の増加、
その他の不要なコストが発生している

	– 複雑なIT環境におけるアプリケーション
の需要、リソース要件、スケーリングに
ついて手作業で推測作業を行うITOps、
DevOps、CloudOps、SREチームが圧倒
されている

	– さまざまなツールの設定や手動での変更
にIT管理者が膨大な時間を費やしている

	– 複数のツールからのサイロ化されたデータ
により、アプリケーションの完全かつ総合
的なビューが妨げられている

	– アプリケーションのレジリエンスに対する
一貫したアプローチが欠如しており、異な
るチームが異なるツールを使用している

	– CVEが多すぎ、優先順位付けに関して不確
実性がある

	– 期限切れまたは誤って構成された証明書に
より、停止、継続性の中断、中間者攻撃な
どのセキュリティリスクが発生する可能性
がある

	– コンプライアンス監査と証拠収集に何カ月
も費やしている

	– さまざまなオープンソースまたはサード・
パーティーのライブラリー、あるいはその
両方を使用して複数のアプリケーションを
管理することによるライセンスとセキュリ
ティーにおけるリスクが増大している

IBM Instana IBM Turbonomic IBM Concert

02 各IBMオブザーバビリティー製品の機能
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3つの主要機能

	– 自動化されたフルスタックのオブザー
バビリティーを提供し、最小限の手
動介入と迅速な導入で、アプリケー
ション、サービス、インフラストラク
チャー、Webブラウザー、モバイル・
アプリケーションなどを自動的に検
出、マッピング、監視する

	– インフラストラクチャーとサービスの
依存関係がどのように相互作用するか
について、即座にコンテキストに基づ
いた洞察が得られるため、問題のより
広範な影響を把握し、急速な変化を正
確に管理可能

	– AI搭載のインシデント修復を提供し、
ダウンタイムの削減、サービスの信頼
性の向上、インシデント解決の迅速化
を支援する

	– 既存のインフラストラクチャーに接続し
て、オンプレミスまたはハイブリッド・
マルチクラウド環境全体のリソース使用
率をフルスタックで可視化する

	– アプリケーションとインフラストラク
チャーの効率とパフォーマンスを最大化
するために、リソースの適正化に関する
推奨事項を継続的に生成する

	– ハイブリッドおよびマルチクラウド環境
全体でリソース最適化アクションをリア
ルタイムで継続的に自動化することで、
スタック全体に効率的なリソースをプロ
アクティブに提供し、アプリケーション
のパフォーマンスに影響を与えることな
くコストを削減できます。

	– 既存のサポートされているアプリケー
ションやツールセットに接続して、ア
プリケーションの操作に関する関連
データを自動的に検出し、最初からア
プリエコシステムを総合的に把握する

	– AIエンジンを使用してアプリケーショ
ン・アーキテクチャーを深く掘り下
げ、複雑な接続、依存関係、機会を明
らかにする

	– アプリケーションのデプロイ場所から
セキュリティー保護対策まで、あらゆ
る点に関する推奨事項を提供し、潜在
的なビジネスへの影響に基づいて推奨
事項に基づいて自動アクションをトリ
ガーする

IBM Instana IBM Turbonomic IBM Concert

02 各IBMオブザーバビリティー製品の機能
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潜在的なビジ
ネスへの成果

Enento社は、IBM Instanaを使用して
サービス・レベル契約（SLA）を満た
し、それを超え、顧客に信頼性の高いエ
クスペリエンスを提供しました。

IBMは、Forrester Consulting社に委託し
て、IBM Instanaへの投資価値について4社
のお客様にインタビューし、Total Economic 
Impact（TEI）調査を実施しました。

IBMは、Forrester Consultingに委託し、あ
る複合組織にIBM Turbonomicへの投資価値
についてインタビューするTEI調査を実施し
ました。

IBMのソフトウェアSREチームは、IBM 
Concertを使用してCVE分析と証明書イン
ベントリを自動化しました。

Rabobank銀行は、IBM Turbonomicを使用し
てハードウェアを削減し、市場投入までの時
間を短縮してアプリケーションの応答時間を
改善することで顧客体験を向上させました。

IBMのソフトウェア開発チームは、IBM 
Concertを使用して、CVE管理の改善と開
発の高速化を実現しました。

IBM Instana IBM Turbonomic IBM Concert

99.99％
アプリケーションの可用性

70％
平均的な修理時間の短縮率

75％
アプリケーションのパフォーマンス関連のチ
ケットの削減率

98％
証明書インベントリー管理の高速化

最大60%
収益に影響を与えるインシデントの削減率

247％
3年間のROI

90%
トラブルシューティングに費
やす開発者の時間の削減率

35%
パブリッククラウドの消費コスト削減率

90%
迅速なCVEの緩和

15％～23％
ハードウェアの削減

400万ユーロ
ハードウェア・コストの回避

219%
達成したROI

25％
CVEスキャンの高速化と優先順位付け

4日間
リリースサイクルで保存

02 各IBMオブザーバビリティー製品の機能

https://www.ibm.com/jp-ja/case-studies/enento-group
https://www.ibm.com/account/reg/jp-ja/signup?formid=urx-52599
https://www.ibm.com/account/reg/jp-ja/signup?formid=urx-52630
https://www.ibm.com/jp-ja/case-studies/ibm-software-sre
https://www.ibm.com/jp-ja/case-studies/rabobank-ibm-turbonomic
https://www.ibm.com/jp-ja/case-studies/ibm-software-development-organization
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代表的なユース
ケース

	– クラウドネイティブのパフォーマンス監
視：特にKubernetesおよびハイブリッドク
ラウド環境で実行されるマイクロサービス
とコンテナ化されたアプリケーションの最
適なパフォーマンスを確保する必要がある

	– 生成AIパフォーマンス・モニタリング：
本番環境での生成AIモデルの効率的なパ
フォーマンスを確保するために、AIおよび
機械学習（ML）ワークロードの完全なオブ
ザーバビリティーが不可欠

	– 自動化されたフルスタックのオブザーバビ
リティー：自動化されたインサイトを使用
して、テクノロジー・スタック全体でアプ
リケーション、サービス、インフラストラ
クチャー、ユーザー・エクスペリエンスを
リアルタイムで監視する必要がある

	– アプリケーション・インシデントの修復：
アプリケーションの問題を迅速に解決し、
アップタイムを維持するために、インシデ
ント対応を自動化する必要がある

	– デジタル・エクスペリエンスの監視：エン
ドユーザー・エクスペリエンスをリアルタ
イムで監視して、アプリケーション間での
応答時間の短縮とシームレスなデジタル・
インタラクションを実現する必要がある

	– VMwareの最適化：データセンターへの
投資を最大限に活用し、インフラストラ
クチャーの寿命を延ばす必要がある

	– Kubernetesの最適化：適切なタイミン
グで適切なリソース割り当てアクション
を自動的に決定し、ミッションクリティ
カルなアプリケーションがサービスレベ
ル目標（SLO）を満たすために必要なも
のを確実に取得できるようにする必要が
ある

	– AIワークロードの最適化：無駄を防ぎ、
継続的なパフォーマンスを確保しなが
ら、画像処理装置（GPU）リソースの効
率を最大化する必要がある

	– クラウド・コストの最適化：自動化によ
りアプリケーションのパフォーマンスを
維持しながらクラウドの支出を抑える必
要がある

	– 持続可能なIT：現在のエネルギー使用量
を理解し、持続可能なアクションを実行
し、二酸化炭素換算（CO2e）排出量を比
較する必要がある

	– アプリケーションの脆弱性管理：誤検知
や重複を排除し、影響度に基づいてCVE
を優先順位付けすることで、アプリケー
ションのセキュリティー・リスクを最小
限に抑え、解決を迅速化する必要がある

	– アプリケーション・コンプライアンス管
理：アプリケーションの拡大に合わせて
セキュリティー基準の管理方法を合理化
し、リソースの使用を最小限に抑えてセ
キュリティーを強化する必要がある

	– アプリケーション証明書管理：運用の中
断を防ぐために、証明書の更新をタイム
リーに管理する必要がある

	– アプリケーションの復元力：信頼性が高
く一貫性のあるレジリエンスを標準化
し、すべてのアプリケーションにわたる
レジリエンスのギャップを明確かつ完全
に把握する必要がある

	– ソフトウェア構成分析：ソフトウェア・
サプライチェーンのリスクとオープン
ソース・ソフトウェア（OSS）の汚染を
リアルタイムで削減する必要がある

IBM Instana IBM Turbonomic IBM Concert

02 各IBMオブザーバビリティー製品の機能
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各IBMオブザーバビリ
ティー製品が競合製品
より優れている点

03
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IBM Instana

IBM Instanaは、G2のユーザーレビューで
APM（アプリケーション・パフォーマンス
管理）カテゴリーのリーダーに選ばれまし
た。また、TrustRadius社のレビューでトッ
プ製品として評価され、CRN社によりアプ
リケーション・パフォーマンス／オブザー
バビリティー部門で年間最優秀製品賞に選
ばれました。

アプリケーション・パフォーマンスの監視
と管理を行う競合製品と比較しながら、
Instanaソフトウェアの主な機能と差別化要
因を理解するのに、このチェックリストを
お役立てください。

主な機能と差別化要因 IBM Instana 代替APMソ
リューション

	– ハイブリッドおよびマルチクラウド環境全体でコンテナ、仮想マシン（VM）、ベアメタル
のリアルタイム監視を行う
	– 特定の環境やユースケースに合わせて構成可能なAI駆動型のインサイトを提供する

	– 複雑で大規模な環境において、リアルタイムの精度と継続的な更新に
より文書化された価値を提供する

	– インフラストラクチャーに合わせて拡張でき、クラウドネイティブの従量課
金制環境をサポートするカスタマイズされた価格モデルを提供する
	– セットアップと監視が自動化されているため、追加コストが少ない

✓ 
 
✓ 
 
 
 
 
✓ 
 
✓ 
 
 
 
 
✓ 
 
✓ 
 
 
 
✓ 
 
 
 
 
✓ 
 
✓

操作性

統合

	– 手動セットアップや調整なしで、ハイブリッド環境全体のすべてのサービスとコン
ポーネントを自動的に検出する
	– DevOpsおよびSREチームに、コンテキスト・インサイトと最小限の学習曲線を備えた
合理化されたユーザー・インターフェースを提供する

	– AWS、Kubernetes、マイクロサービスなど、300種類以上のテクノロジーを迅速に
サポート
	– 継続的な統合、継続的な配信（CICD）ツールとクラウドネイティブ・アーキテク
チャーとの緊密な統合により、シームレスなオブザーバビリティーが実現できる

柔軟性

エンタープライズ対応

価格

03 各IBMオブザーバビリティー製品が競
合製品より優れている点
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「KubernetesクラスターとVMの状態を監視するため
にIBM Instanaを使用しています。Instanaを導入す
る前は、問題が発生するたびに、メトリクスとログを
手動で探す必要があり、非常に手間がかかりました。
また、関連システムが連携されておらず、すべてのア
プリケーションを一つのツールで管理することが極め
て困難でした。しかし、IBM Instanaを使用すること
で、これらすべてが非常に簡単になりました。すべて
のAPIの詳細、エラー率、ポッドの数、イベントの変
更、アラートを一元管理できます」。3

Mayank Bansal氏Adidas社、サイト信頼性エンジニア
（TrustRadius認証済みおよびインセンティブ付与ユーザー）

IBM Instanaを使用しているその他のお客様による評価はこち
らをご覧ください。

https://www.trustradius.com/reviews/ibm-instana-2023-08-17-19-19-28
https://www.trustradius.com/products/ibm-instana/reviews#reviews
https://www.trustradius.com/products/ibm-instana/reviews#reviews
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IBM Turbonomic

IBM Turbonomicは、「2025 G2 Winter
レポート」で最優秀製品に選ばれまし
た。また、TrustRadius社にも、2024年
の最優秀製品として評価されています。

クラウド・リソースのオンプレミスと
クラウド間でのアロケーションの最適
化に役立つ競合製品と比較しながら、
Turbonomicの主な機能と差別化要因を
理解するのに、このチェックリストをお
役立てください。

IBM 
Turbonomic

代替ソリュー
ション

	– 組織の既存のツールとシームレスに連携できるため、価値実現までの時間を短縮する

	– AIを活用した分析情報を提供して、チームが効率性とパフォーマン
スについて情報に基づいた意思決定を行えるようにする

	– アプリケーションの需要に基づいてリソースのサイズを拡大または縮
小し、パフォーマンスを最大化し、無駄を減らしてコストを削減する

	– オンプレミス、パブリッククラウド、プライベートクラウド、マルチクラウドなど、すべてのリ
ソースを最適化する
	– AWS、Google Cloud Platform (GCP)、Azure、Kubernetes、RedHat® OpenShift® Platformな
どにわたるクラウド・コストの最適化をサポートする単一のプラットフォームを提供する

✓ 
 
 
 
 
✓ 
 
 
 
 
✓ 
 
 
 
 
✓ 
 
 
 
✓ 
 
 
 
 
✓ 
 
✓

リソースの自動最適化

フルスタックの可視性

	– ハイブリッド・マルチクラウド環境全体でリソースの混雑とコスト超過を大規模に防
止する自動化アクションを可能にする

	– アプリケーションとインフラストラクチャーの完全な視覚化を実現し、推測するので
はなくパフォーマンスの状況を正確に把握できるようにする

統合

AIに関する洞察

弾性

プラットフォーム

主な機能と差別化要因

03 各IBMオブザーバビリティー製品が競
合製品より優れている点
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「Turbonomicにより、当社の状況は一変しました。
APIと連携して包括的な依存関係マップを生成し、使
用するあらゆるテクノロジーを接続して最適化できま
す。Turbonomicは、パフォーマンス、効率、関連す
るコスト状況を明確にし、プロセス上のボトルネック
を特定するのに役立ちます」。4

HARSH V.氏従業員1,000名超の企業のソフトウェア・エンジ
ニア（G2認定およびインセンティブ付きレビュー担当者）

IBM Turbonomicを使用しているその他のお客様による評価は
こちらをご覧ください。

https://www.g2.com/products/ibm-turbonomic/reviews/ibm-turbonomic-review-9858956
https://www.g2.com/products/ibm-turbonomic/reviews#reviews
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IBM Concert

アプリケーションのライフサイクル管理
に役立つ競合製品と比較しながら、IBM 
Concertの主な機能と差別化要因を理解す
るのに、このチェックリストをお役立てく
ださい。

IBM Concert 代替ソリュー
ション

✓ 
✓ 
 
 
 
 
✓ 
✓ 
 
 
 
 
✓ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
✓ 
 
✓

統合

オートメーション

操作性

AIに関する洞察

	– データ取得から自動化まで、既存のツールやデータとシームレスに連携可能
	– これまでサイロ化されていたデータ内の隠れたつながりを明らかにし、アプリケー
ションの操作を最適化する

	– 推奨事項に基づいて迅速に行動し、連携されたツールを通じてタスクを自動化する
	– 生成AIを使用して、サービスチケットを開き、必須情報を事前入力するなどして、
対応を加速化する

	– アリーナ・ビューで重要な洞察を表示し、自然言語チャットボットで探索する機能
を提供する
	– 生成AIチャットボット、ディープダイブ、視覚的な依存関係マップでより正確で有
用な洞察を提供する

	– 「レンズ」アプローチを使用して、アプリケーションの接続、依存関係、新しい洞察
を明らかにし、最も重要なことに集中できるように推奨事項と効率的な修復のヒント
を提供する

注：「レンズ」により、企業は業界のベスト・プラクティスと基準に準拠しながら既存
のデータとツールを使用できるだけではなく、優先順位が付けられたガイド付きのアプ
ローチで変革を推進できるようになります。

主な機能と差別化要因

03 各IBMオブザーバビリティー製品が競
合製品より優れている点
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「当社のSREチームは、組織全体のリスク体制の現状
について、以前では答えられなかった質問をすること
が可能になりました。Concertを使用すると、実際に
リスクをもたらしている原因や、そのリスクの程度を
具体的に把握できるようになります。 
最も大きなメリットは、Concertの拡張性です。 
これにより、他ではできなかった方法で、リソースを
拡張し、より多くのリスクに迅速に対処できます。 
つまり、SREは自動化とコーディングにさらに集中 
して、ホストされたサービスの信頼性を向上 
させることができるようになりました」。5

Marc Velasco	
IBM SaaSプラットフォーム	
サイト信頼性エンジニア

https://www.ibm.com/jp-ja/case-studies/ibm-software-sre
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各製品を評価するた
めの最善方法

04
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ステップ1	
どれから始めるべきかを決める

ステップ2	
製品を実際に体験する

ステップ3	
IBMのエキスパートに相談する

ステップ4	
購入する

ビジネス・アプリケーションが最適に
動作していることを確認する必要があ
る場合は、まずはInstanaをお試しくだ
さい。

比喩：すべての投資のパフォーマンス
を表示できるブルームバーグ端末と考
えてください。

デモ動画
→ Instanaでリアルタイムのフルスタック
を実現する
→ Instanaでインシデントを修復する

無料評価版を試す
→ 14日間の無料評価版では、Instanaの
すべての機能をお試しいただけます。	
クレジットカード情報を登録する必要
はありません。

デモ動画
→ IBM Turbonomic：パフォーマンスとコス
トを最適化する
→ IBM Turbonomicで大規模なオートメー
ションを実現する

無料評価版を試す
→ 30日間の無料評価版をお試しください。	
クレジットカード情報を登録する必要はあ
りません。

デモ動画
→ 概要
→ アプリケーション関連法規制へのコンプラ
イアンスを管理する
→ アプリケーションのリスク別にCVEに優先
順位を付ける方法

無料評価版を試す
→ 30日間の無料評価版をお試しください。	
すべての機能をお試しいただけます。	
クレジットカード情報を登録する必要はあ
りません。

アプリケーションのリソースとコストを抑える必
要がある場合は、まずはTurbonomicをお試しく
ださい。

比喩：特定の株式に過剰投資または不足投資して
いるかどうか、それらの投資を保有するのにどれ
くらいの費用がかかっているか、現在のニーズに
基づいて投資を適正規模にするにはどうすればよ
いか、これらに答えてくれるファイナンシャル・
プランニング・ツールと考えてください。

お客様のリスクとレジリエンス体制を
理解する必要がある場合は、まずは
Concertで、これらをひとまとめで把握
できるようにしましょう。

比喩：お客様のすべての資産と負債を把
握し、ライフプランに基づいて65歳で退
職できるかどうかを判断できる遺産プラ
ンナーと考えてください。

IBM Instana IBM Turbonomic IBM Concert

→ デモの予約

→ 料金体系ページへ

最新プラン、料金体系、ROI見積も
りツール、FAQをご覧ください。

→ 料金体系ページへ

料金体系とROI見積もりツール
をご覧ください。

最新の料金体系は、IBM営業担当
員にお問い合わせください。

→ デモの予約 → デモの予約

04 各製品を評価するための最善方法

https://mediacenter.ibm.com/media/Real-Time%20Full%20Stack%20Observability%20with%20Instana/1_u9u2g1cm
https://mediacenter.ibm.com/media/Real-Time%20Full%20Stack%20Observability%20with%20Instana/1_u9u2g1cm
https://mediacenter.ibm.com/media/InstanaA+Incident+Remediation/1_8z00pqq9
https://www.ibm.com/account/reg/jp-ja/signup?formid=urx-52345
https://www.ibm.com/account/reg/jp-ja/signup?formid=urx-52345
https://mediacenter.ibm.com/media/IBM%20Turbonomic%3A%20Optimize%20performance%20and%20cost/1_258gwjwb
https://mediacenter.ibm.com/media/IBM%20Turbonomic%3A%20Optimize%20performance%20and%20cost/1_258gwjwb
https://mediacenter.ibm.com/media/1_96l152cb
https://mediacenter.ibm.com/media/1_96l152cb
https://www.ibm.com/account/reg/jp-ja/signup?formid=urx-52198
https://mediacenter.ibm.com/media/1_5rar428a
https://mediacenter.ibm.com/media/1_469nj80q
https://mediacenter.ibm.com/media/1_469nj80q
https://mediacenter.ibm.com/media/1_4451ftxa
https://mediacenter.ibm.com/media/1_4451ftxa
https://www.ibm.com/account/reg/jp-ja/signup?formid=urx-53025
https://www.ibm.com/account/reg/jp-ja/signup?formid=DEMO-automateinstana
https://www.ibm.com/jp-ja/products/instana/pricing
https://www.ibm.com/jp-ja/products/turbonomic/pricing
https://www.ibm.com/account/reg/jp-ja/signup?formid=DEMO-automateturbonomic
https://www.ibm.com/account/reg/jp-ja/signup?formid=DEMO-automateconcert
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オブザーバビリ
ティー・テクノロ
ジー・プロバイダーに
尋ねるべき9つの質問

05



現在販売されている多数のオブザーバビリティー製品の違いを明確に
整理できるよう、プロバイダーに以下の質問をしましょう。

1.	貴社の製品はどのような重要なオブザーバ
ビリティー機能を提供していますか。例え
ば、分散トレース機能、自動リソース最適
化、リアルタイム監視アラート、AIとML
を使用した自動根本原因分析および異常検
知、スタック全体の完全なエンドツーエ
ンドの可視性などの重要な機能をソリュー
ションが提供しているかどうかをベンダー
に確認します。

2.	貴社の製品はデータの取り込みと保存をど
のように処理しますか。例えば、データ
量、保持、拡張性に対応する能力について
確認します。

3.	貴社の製品が追跡する主要業績評価指標
（KPI）は何ですか。例えば、平均修復時
間（MTTR）、応答時間、ピーク負荷、処
理されたリクエスト、CPU容量、メモリー
使用量、エラー率、レイテンシーなど、組
織にとって重要なKPIが提供している製品
でカバーされていることを確認します。

4.	貴社の製品は既存のツールやシステムとの
統合をどのようにサポートしていますか。
例えば、統合にはカスタム構成やプラグイ
ンが必要になる場合があります。ベンダー
のソリューションが既存の監視ツールやア
プリケーション開発ツールとどのように統
合されるかを尋ねてください。API、プラ
グイン、現在の技術スタックとの互換性に
ついても確認してください。

5.	オンプレミス、クラウド、ハイブリッドの
どれにデプロイされますか。例えば、製品
が組織のインフラストラクチャーの設定と
一致していることを確認します。ベンダー
のソリューションは、特定のクラウドまた
はオンプレミス環境のみに焦点を当ててお
り、ハイブリッドおよびマルチクラウドの
シナリオに対応する柔軟性があるかを確認
します。

6.	貴社の製品はデータ・セキュリティーとコ
ンプライアンスをどのように処理します
か。例えば、暗号化、アクセス制御、関連
規制への準拠について確認します。

7.	どのようなサポートと資料を提供していま
すか。例えば、応答時間、利用可能なリ
ソース、資料の品質について確認します。

8.	料金とライセンスにはどのようなオプショ
ンがありますか。例えば、製品が予算内に
収まり、柔軟なライセンス条件を提供して
いることを確認します。価格はノードまた
はアプリケーションの数に基づいて固定さ
れていますか。ベンダーは、リアルタイム
監視やデータ保持期間の延長などの追加機
能に対して追加料金を請求しますか。

9.	製品は使いやすく、コラボレーションと
チームワークをサポートしていますか。例
えば、UIの中には、複雑で直感的ではな
いため、かなりのトレーニングとオンボー
ディングが必要になるものがあります。製
品のダッシュボードがカスタマイズ可能で
あることを確認してください。ソリュー
ションで新しいサービスやインフラストラ
クチャー・コンポーネントを手動でセット
アップまたは構成する必要があるかどうか
を確認します。

IBM Observabilityで、
クラウドの簡素化、
アップタイムの最大
化、問題の事前解決、
迅速なイノベーション
を実現します。
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05 オブザーバビリティー・テクノロジー・	
プロバイダーに尋ねるべき9つの質問

https://www.ibm.com/observability


1.	 「Taming IT Complexity through Effective Strategies and 
Partnerships」、Harvard Business Review研究レポート、
https://hbr.org/resources/pdfs/comm/broadcom/Taming-IT-
Complexity-through-Effective-Strategies-and-Partnerships.
pdf

2.	 The CEO’s Guide to Generative AI / IT Automation、IBM 
Institute for Business Value、2024年7月10日、https://www.
ibm.com/thought-leadership/institute-business-value/en-us/
report/ceo-generative-ai/ceo-ai-it-automation

3.	 IBM Instanaレビュー：TrustRadius https://www.trustradius.
com/reviews/ibm-instana-2023-08-17-19-19-28

4.	 IBM Turbonomicレビュー：G2 https://www.g2.com/products/
ibm-turbonomic/reviews/ibm-turbonomic-review-9858956

5.	 「Accelerating CVE management at scale with gen AI」、	
https://www.ibm.com/jp-ja/case-studies/ibm-software-sre
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IBM製品およびプログラムを使って他社製品またはプロ
グラムの動作を検証する場合は、お客様の責任で行って
ください。IBMは、他社の製品やプログラムに責任を負
いません。 

本書の情報は「現状のまま」で提供されるものとし、明
示または暗示を問わず、商品性、特定目的への適合性、
および非侵害の保証または条件を含むいかなる保証もし
ないものとします。IBM製品は、IBM所定の契約書の条
項に基づき保証されます。

ITシステムや製品は完全に安全であると捉えるべきでは
なく、不適切な使用やアクセスを防止する上で完璧な効
果のある、製品、サービス、セキュリティー対策は1つも
ありません。IBMでは、いずれの当事者による不正行為
または違法行為によっても、いかなるシステム、製品も
しくはサービスまたはお客様の企業に対して影響が及ば
ないことを保証することはありません。

お客様は、自己の責任ですべての関連法規および規則を
順守しなければならないものとします。IBMは法律上の
助言を提供することはなく、また、IBMのサービスまた
は製品が、いかなる法規もしくは規則をお客様が順守し
ていることの裏付けを、表明ならびに保証するものでも
ありません。 

https://hbr.org/resources/pdfs/comm/broadcom/Taming-IT-Complexity-through-Effective-Strategies-and-Partnerships.pdf
https://hbr.org/resources/pdfs/comm/broadcom/Taming-IT-Complexity-through-Effective-Strategies-and-Partnerships.pdf
https://hbr.org/resources/pdfs/comm/broadcom/Taming-IT-Complexity-through-Effective-Strategies-and-Partnerships.pdf
https://www.ibm.com/thought-leadership/institute-business-value/en-us/report/ceo-generative-ai/ceo-ai-it-automation
https://www.ibm.com/thought-leadership/institute-business-value/en-us/report/ceo-generative-ai/ceo-ai-it-automation
https://www.ibm.com/thought-leadership/institute-business-value/en-us/report/ceo-generative-ai/ceo-ai-it-automation
https://www.trustradius.com/reviews/ibm-instana-2023-08-17-19-19-28
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https://www.g2.com/products/ibm-turbonomic/reviews/ibm-turbonomic-review-9858956
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